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紙
面
の
案
内 

 

長
野
県
障
害
者
運
動
推
進
協
議
会

の
二
〇
一
四
協
議
員
総
会
は
三
月

一
五
日
（
土
）
長
野
市
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
松
丸
道
男
代
表
は
開
会

の
挨
拶
で
、
「
批
准
さ
れ
た
国

連
・
障
害
者
の
権
利
条
約
に
学

び
、
ど
の
よ
う
に
地
域
で
生
か
し

て

い

く

の

か
」
「
東

北

三
・
一

一
、
県
内
三
・
一
二
か
ら
三
年
が

た
つ
、
先
日
の
大
雪
で
も
障
害

者
・
高
齢
者
が
閉
じ
込
め
ら
れ

た
、
防
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
命

を
守
る
こ
と
を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

し
て
日
常
生
活
の
向
上
に
如
何
に

し
て
結
び
付
け
る
の
か
」
「
県
は

市
町
村
任
せ
が
多
い
、
県
で
も
市

町
村
で
も
運
動
が
必
要
」
と
三
点

を
強
調
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現

在
の
国
の
動
き
に
懸
念
を
示
し
、

故
坂
本
代
表
が
常
に
述
べ
て
い
た

「
平
和
な
社
会
で
な
け
れ
ば
障
害

者
の
人
権
は
守
ら
れ
な
い
」
を
忘

れ
ず
、
「
平
和
で
民
主
的
な
社
会
づ

く
り
を
と
も
に
進
め
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

議
事
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
の

活
動
の
反
省
と
決
算
報
告
、
二
〇
一

四
年
度
の
活
動
方
針
と
予
算
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則
の
一

部
改
正
及
び
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
則
の
一
部
改
正
の
目
的

は
、
機
関
紙
「
参
加
と
平
等
」
が
引

き
続
き
第
三
種
郵
便
の
認
可
を
受
け

る
た
め
の
条
件
整
備
と
月
一
回
の
常

任
委
員
会
の
議
決
に
関
し
、
電
磁
的

又
は
文
書
で
の
意
思
表
示
を
認
め
る

内
容
で
す
。
障
害
者
・
患
者
団
体
の

代
表
者
で
様
々
な
事
情
を
抱
え
な
が

ら
の
活
動
で
す
の
で
時
代
や
情
勢
に

合
わ
せ
改
正
し
ま
し
た
。 

 

役
員
選
出
で
は
、
新
た
な
常
任
委
員

と
し
て
太
田
瑞
穂
さ
ん
（
ち
ご
ち

ご
の
会
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
委
員
は
、
松
丸
道
男
さ
ん
が
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昨
年
に
続
き
務
め
ま
す
。 

 
二
〇
一
四
年
の
活
動
方
針
（
要
旨
） 

一 

活
動
方
針
前
文 

 

本
年
度
、
全
国
的
な
活
動
と
し
て
は

批
准
さ
れ
た
国
連
「
障
害
者
権
利
条

約
」
を
て
こ
に
、
全
面
的
な
福
祉
の
後

退
、
憲
法
に
違
反
す
る
社
会
保
障
の
変

質
に
抗
し
て
、
本
来
あ
る
べ
き
社
会
保

障
の
あ
り
方
を
示
し
、
平
和
・
民
主
主

義
及
び
人
権
を
守
り
育
て
る
活
動
を
前

進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

   

県
内
に
あ
っ
て
は
、
知
事
選
の
年
に

も
当
た
り
、
県
民
の
生
活
や
人
権
擁
護

に
軸
足
を
置
き
、
国
や
政
府
に
対
し
て

も
き
ち
ん
と
物
が
言
え
る
知
事
を
選
出

し
、
障
害
者
・
家
族
の
願
い
を
実
現
さ

 
 

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
長
年
の
悲
願
で
あ
る
「
子
ど

も
・
障
害
者
の
福
祉
医
療
制
度
の
充

実
、
窓
口
無
料
化
」
の
実
現
や
実
効
性

あ
る
「
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
」
の
制

定
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
障
害
当
事
者
・
家
族
、

関
係
者
の
参
加
の
も
と
、
民
主
的
な
手

法
で
障
害
者
施
策
が
進
展
し
て
い
く
よ

う
、
願
い
で
一
致
で
き
る
全
て
の
人
々

と
手
を
取
り
合
い
主
体
的
で
力
強
い
運

動
を
進
め
ま
す
。 

二 
活
動
の
主
な
も
の 

① 
福
祉
医
療
給
付
制
度
の
改
善
を
進

め
る
会
と
と
も
に
、
学
習
会
、
署
名
活

動
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
を
通

し
、
障
害
者
・
家
族
、
関
係
者
並
び
に

県
民
に
知
ら
せ
る
活
動
を
拡
げ
ま
す
。

県
・
国
と
も
に
障
害
者
・
子
ど
も
の
医

療
費
窓
口
無
料
化
の
運
動
を
協
働
し
て

進
め
ま
す
。 

② 

県
へ
の
提
言
を
行
っ
た
防
災
に
関

す
る
調
査
研
究
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、

各
地
域
（
圏
域
や
市
町
村
）
で
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

③ 

精
神
障
害
者
な
ど
必
要
と
す
る
障

害
者
・
患
者
の
運
賃
割
引
制
度
の
拡
充

を
関
係
団
体
と
協
働
し
て
進
め
ま
す
。 

④ 

批
准
さ
れ
た
国
連
・
障
害
者
権
利
条

約
に
学
び
、
広
く
関
係
者
・
県
民
に
そ
の

内
容
を
知
ら
せ
、
関
係
す
る
国
内
法
の
改

正
、
県
条
例
の
制
定
な
ど
に
向
け
た
活
動

を
進
め
ま
す
。
特
に
、
県
内
で
は
実
効
性

の
あ
る
「
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。 

⑤ 

関
係
諸
団
体
や
障
害
児
学
校
教
組
な

ど
の
協
力
の
も
と
、
障
害
児
の
教
育
や
生

活
・
雇
用
な
ど
の
実
態
調
査
を
進
め
、
問

題
解
決
の
た
め
の
活
動
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
、
大
学
な
ど
専
門
機

関
と
の
共
同
研
究
を
検
討
し
ま
す
。 

⑥ 

市
町
村
ま
た
は
保
健
福
祉
圏
域
毎
の

運
動
を
進
め
る
た
め
の
組
織
や
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
い
ま

す
。
当
面
、
社
保
協
な
ど
が
組
織
す
る
市

町
村
に
向
け
た
共
同
行
動
に
参
加
・
協
力

す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
の
流
れ
の

中
、
諸
団
体
・
地
域
住
民
と
協
力
し
、
市

町
村
に
対
し
充
実
し
た
障
害
福
祉
計
画
の

策
定
及
び
基
盤
整
備
、
福
祉
医
療
制
度
の

充
実
、
災
害
・
防
災
に
関
わ
る
計
画
づ
く

り
な
ど
を
求
め
る
活
動
を
進
め
ま
す
。 

⑦ 

要
請
の
あ
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
に

講
師
を
派
遣
し
、
障
害
者
問
題
の
理
解
を

拡
げ
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
・
家
族
、
関

係
者
の
相
談
や
支
援
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。 

⑧ 

月
刊
誌
「
参
加
と
平
等
」
を
月
一

回
発
行
し
、
県
内
外
の
障
害
者
福
祉
に

関
す
る
情
報
の
提
供
、
各
団
体
の
活
動

の
交
流
、
県
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
容
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。
要
請
に
応
じ
各
団
体
の
発

行
物
を
紹
介
・
斡
旋
し
ま
す
。 

⑨ 

障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
全

国
連
絡
協
議
会(

障
全
協)

、
日
本
障
害
者

協
議
会
（
Ｊ
Ｄ
）
な
ど
の
全
国
組
織
と

協
力
し
、
法
制
度
の
改
正
を
は
じ
め
と

し
た
諸
活
動
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
憲

法
改
悪
（
と
り
わ
け
九
条
、
二
五
条
）

を
許
さ
な
い
運
動
を
、
障
害
者
・
患
者

九
条
の
会
を
は
じ
め
願
い
で
一
致
す
る

あ
ら
ゆ
る
団
体
・
個
人
と
協
働
し
て
進

め
ま
す
。 

⑩ 

事
務
局
体
制
並
び
に
組
織
の
強
化

の
た
め
関
係
諸
団
体
と
の
協
議
・
協
働

を
進
め
る
と
共
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
の

た
め
の
研
究
を
進
め
ま
す
。
財
政
確
保

の
た
め
、
会
費
の
徴
収
、
寄
付
金
募

集
、
福
祉
統
一
署
名
・
募
金
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
加
盟
諸
団
体
の
協
力

を
得
て
個
人
会
員
（
新
聞
購
読
者
）
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
加
盟

団
体
と
と
も
に
後
継
者
の
育
成
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。 

ほ
か 

飛沢氏から県予算説明 
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私
ど
も
長
野
県
障
害
者
運
動
推
進
協

議
会
の
協
議
員
総
会
の
記
念
講
演
と
し

て
例
年
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
障
全
協

事
務
局
長
白
沢
氏
よ
り
、
障
害
者
・
家

族
を
と
り
ま
く
全
国
の
情
勢
を
学
び
ま

し
た
。
以
下
に
講
演
の
要
点
を
報
告
し

ま
す
。 

一
、
は
じ
め
に 

 

最
初
に
、
白
沢
氏
よ
り
障
全
協
第
四

十
八
回
総
会
・
中
央
行
動
開
催
の
ご
案

内
と
出
席
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

日
時
：
二
〇
一
四
年
四
月
六
日(

日)

午
後
一
時
～
六
時 

 

※
四
月
七
日(

月)

は
、
各
省
交
渉
・

国
会
要
請
を
実
施
し
ま
す
。 

 

会
場 

戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
会
議
室 

 

な
ど
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
、 

  

障
害
者
権
利
条
約
を
、
日
本
が
批
准
し

ま
し
た
。
日
本
は
一
四
一
番
目
と
な
り
ま

す
。 

 

先
の
二
〇
〇
七
年
に
日
本
政
府
は
批
准

す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
私
達
は
条
約
に

ふ
さ
わ
し
い 

国
内
法
の
改
定
を
し
て
か

ら
、
批
准
す
る
こ
と
を
訴
え
政
府
と
約
束

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、 

①
障
害
者
基
本
法
改
正(2

0
1

1
.7

.2
9

成

立
同8

.5

施
行) 

②

障

害

者

総

合

支

援

法

制

定

（2
0

1
2

.6
.2

0

成
立2

0
1

3
.4

.1

施
行) 

③

障

害

者

差

別

解

消

法

制

定

(2
0

1
3

.6
.1

9
成
立2

0
1

6
.4

.1

施
行) 

と
法
整
備
が
さ
れ
、
形
的
に
は
そ
ろ
っ
た

の
で
、
内
容
は
不
十
分
で
は
あ
っ
た
が
、 

こ
の
機
会
に
批
准
を
望
み
ま
し
た
。 

 

日
本
の
場
合
は
現
在
、
権
利
規
定
を
定

め
て
い
な
い
権
利
条
約
と
な
っ
て
い
る
。 

 

障
害
者
差
別
禁
止
法
が
差
別
解
消
法
と

な
っ
た
。
実
際
は
、
三
年
後
の
見
直
し
を

ふ
く
め
る
と
六
年
先
に
実
際
は
施
行
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
「
合
理
的
配
慮
」

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
覚
え
て
欲
い
。 

（
例
）
二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
利
用
す

る
。
視
覚
障
碍
者
の
場
合
煮
、
点
字
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。 

 

条
約
が
で
き
た
こ
と
が
、
私
た
ち
は
、

障
害
者
関
係
者
は
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
こ
の
障

害
者
権
利
条
約
を
批
准
し
た
こ
と
を
全

面
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
。
私

達
、
障
害
者
家
族
も
条
約
を
学
び
、
こ

の
条
約
を
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
県
推
協
で
も
、
「
障
害
者

権
利
条
約
」
の
中
身
と
意
義
を
、
学
ぶ

機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
条
約
は

憲
法
の
下
に
く
る
。
こ
の
条
約
の
下
に

一
般
法
が
く
る
の
で
、
こ
れ
は
、
私
達

の
憲
法
と
な
る
く
ら
い
に
重
要
な
条
約

で
あ
る
。 

二
、.

障
害
者
・
家
族
を
め
ぐ
る
情
勢

は
？ 

 
 

 

今
情
勢
を
見
る
と
き
に
、
障
害
者
施

策
だ
け
が
良
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。 

社
会
保
障
全
体
の
底
上
げ
の
中
で
、
障

害
者
施
策
も
よ
く
な
っ
て
く
る
。 

 

今
の
安
倍
政
権
で
の
暴
走
を
ど
う
く

い
と
め
る
か
？
「
戦
争
が
で
き
る 

国

造
り
」
「
企
業
が
も
う
か
る 

国
づ
く

り
」
秋
の
臨
時
国
会
で
は
、
さ
ら
な
る

悪
法
が
で
て
く
る
。 

○
障
害
者
だ
け
で
な
く
、
社
会
医
療
法

人
と
社
会
福
祉
法
人
の
見
直
し
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
秋
に
改
正
で
は
、
社
会
福
祉
法

人
へ
の
呼
び
か
け
、
社
会
福
祉
法
人
の

内
部
留
保
が
あ
り
な
ど
、
そ
の
中
身

は
、
職
員
給
与
や
、
施
設
修
繕
費
な
の

に
こ
れ
が
、
内
部
留
保
？
と
み
ら
れ
て
い

る
。 

 

ま
た
、
生
活
困
窮
者
の
救
済
を
社
会
福

祉
法
人
や
社
会
医
療
法
人
が
や
る
べ
き
と

提
案
し
て
い
る
。
具
体
的
に
一
口
五
０
０

０
円
で
、
そ
れ
を
集
め
て
基
金
を
つ
く
れ

と
い
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
出
発
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長

戦
略
に
、
介
護
分
野
を
位
置
づ
け
て
い

る
。
事
業
の
総
合
化
で
株
式
会
社
の
参
入

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
障
害
者
家
族
は
、
ど
う
な
る
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か
？
企
業
は
も
う
か
ら
な
け
れ
ば
す
ぐ

に
撤
退
す
る
。
そ
の
為
、
良
心
的
な
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
、
運
営
的
に

非
常
に
厳
し
く
な
る
。
発
達
保
障
の
理

論
に
裏
付
け
ら
れ
た
実
践
が
非
常
に
大

事
に
な
っ
て
い
る
。 

○
自
助･

共
助･

公
助
か
ら
今
は
、
自
助

の
み
に
な
っ
て
い
る
。
消
費
税
が
、
社

会
保
障
に
回
す
と
言
っ
て
い
た
が
実
際

は
回
っ
て
い
な
い
。
医
療
法
と
介
護
保

険

法

を

ま

と

め

て
、
統

合

し

よ 
 

 
 

 

う
と
し
て
い
る
。 

○
介
護
保
険
の
改
悪
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
改
悪
は
序
の
口
で
あ

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
に
す
で
に
予
定

さ
れ
て
い
る
。 

○
障
害
者
の
六
十
五
歳
問
題
。
重
度
訪

問
介
護
は
、
介
護
保
険
の
居
宅
介
護
と 

お
な
じ
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
介

護
保
険
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
一
割
負
担
が
必
要
と
な

る
。
今
、
全
国
五
ケ
所
で
訴
訟
が
お
き

て
い
る
。 

 

・
・
・
介
護
保
険
の
問
題
点
も
障
碍

者
の
法
律
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が 

介
護
保
険
そ
の
も
の
が
、
矛
盾
が
で
て

き
て
い
る
が
、 

ど
う
一
致
点
を
さ
が

し
て
運
動
を
す
す
め
て
行
く
か
が
必
要

が
あ
る
。 

○
障
害
者
支
援
区
分
の
変
更
が
二
〇
一

四
年
四
月
よ
り
変
更
と
な
る
。
一
〇
六

項
目
か
ら
八
〇
項
目
と
な
る
が
、
介
護

保
険
の
七
四
項
目
に
限
り
な
く
近
づ
い

て
い
る
。 

 

実
施
主
体
が
市
町
村
、
ポ
イ
ン
ト
制

で
、
・
・
・
介
護
保
険
と
の
統
合
を
ね

ら
っ
て
い
る
。 

三
、
当
面
す
る
運
動
課
題
に
つ
い
て 

○
「
く
ら
し
と
平
和
・
民
主
主
義
」
を

守
る
国
民
的
な
運
動
の
構
築
と
合
流 

○
社
会
保
障
全
体
の
前
進
・
底
上
げ
の

中
で
こ
そ
障
害
者
施
策
の
改
善
・
拡
充

が
あ
る
。 

○
障
害
者
・
家
族
の
生
活
実
態
で
勝

負
、
障
害
者
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
っ

た
運
動
・
組
織
づ
く
り
。 

 (

一)

高
齢
障
害
者
問
題
の
運
動
推
進 

○
「
介
護
保
険
優
先
原
則
」
問
題(

浅
田

訴
訟
・
舟
橋
訴
訟) 

○
国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動
「
障
害

者
生
活
実
態
調
査
」 

 (

二)

障
害
児
支
援
問
題
の
運
動
推
進 

○
障
害
者
総
合
支
援
法
・
児
童
福
祉
法
・

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に
対
す
る
運
動 

○
「
持
ち
込
ま
せ
な
い
会
」
等
と
の
共

同
・
連
帯
運
動
の
具
体
化 

(

三)

「
障
害
児
者
の
暮
ら
し
の
場
づ
く

り
」
運
動
の
推
進 

○
大
阪
一
親
健
康
調
査
に
基
づ
く
運
動
と

全
国
的
な
調
査
活
動
の
具
体
化
・
政
策
化 

(

四)

社
会
福
祉
事
業
の
あ
り
方
検
討
と
障

害
者
運
動
化 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
障
害
者
セ
ン
タ
ー
と
障

全
協
の
共
同
福
祉
事
業
経
営
と
の
連
携 

(

五)

新
た
な
共
同
行
動
の
構
築
・
推
進 

○
障
害
者
権
利
条
約
・
障
害
者
差
別
解

消
法
等
Ｊ
Ｄ
・
Ｊ
Ｄ
Ｆ
等
と
の
共
同 

○
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
社
保

協
・
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
等
と
の

共
同 

○
「
障
害
者
・
患
者
九
条
の
会
」
の
運

動
強
化 

(

六)

組
織
を
大
き
く
強
く
す
る
と
り
く

み ○
「
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
障
害
者
・
家

族
」
を
な
く
す
新
た
な
つ
な
が
り
づ
く

り ○
市
町
村
か
ら
の
運
動
づ
く
り
・
組
織

づ
く
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 
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 １

．
は
じ
め
に 

三
月
二
十
一
日
（
金
）
に
千
曲
市
文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
「
障
害
者
・

高
齢
者
等
、
要
援
護
者
の
い
の
ち
を
守

る
防
災
の
あ
り
方
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
Ｉ
ｎ
千
曲
・
坂
城
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

開
催
は
、
千
曲
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
と
私
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護

家
族
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー

ハ
ウ
ス
と
で
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
共

催
で
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
の
十
月
頃
よ
り
実
行
委
員
会
を

呼
び
掛
け
、
十
一
月
よ
り
月
一
回
の
実

行
委
員
会
を
開
催
し
て
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

当
日
は
、
約
七
〇
名
が
参
加
し
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
発

言
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
防
災
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
大
事
な
の
で
ま
た
来
年

も
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

二
．
基
調
報
告
（
地
元
千
曲
市
・
坂
城

町
の
要
援
護
者
・
家
族
へ
の
防
災
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
報
告
） 

●
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め
・
考
察

と
し
て
、 

（
１
）
介
護
家
族
は
、
及
び
障
害
者
・

高
齢
者
等
要
援
護
者
は
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
指
示
が
、
伝
わ
り
に
く
い
。

地
域
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、
聞
こ
え
な
い
、

も
し
く
は
聞
き
取
り
に
く
い
要
援
護

者
・
家
族
が
多
い
こ
と
。 

（
２
）
次
に
、
避
難
指
示
が
伝
わ
っ
た

が
、
要
援
護
者
（
障
害
者
・
高
齢
者
）

が
足
が
悪
く
、
移
動
が
自
力
で
は
難
し

い
ま
た
は
、
道
路
状
況
に
よ
り
車
い
す

で
通
行
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。 

・
・
避
難
所
ま
で
、
ど
う
移
動
し
た

ら
良
い
か
心
配
し
て
い
る
。 

（
３
）
近
隣
で
、
助
け
て
く
れ
る
人
が

決
ま
っ
て
い
る
と
の
回
答
（
三
八
人
）

が
あ
っ
た
が
、
地
域
で
指
定
さ
れ
た
人

と
の
返
答
は
（
二
一
人
）
他
は
、
地
域

の
親
戚
や
友
人
で
あ
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
特
に
助
け
て
く
れ
る
人
は

決
ま
っ
て
い
な
い
と
の
返
答
は
六
二
名

お
り
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

 

※
要
援
護
者
名
簿
と
支
え
合
い
マ
ッ
プ

づ
く
り
は
、
義
務
化
さ
れ
て
毎
年
更
新

す
る
こ
と
が
千
曲
市
の
防
災
マ
ニ
ア
ル

に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
地
域
で
、
助
け
く
れ
る
人
が
決
め
ら

れ
い
る
と
の
人
で
も
、
実
際
に
そ
の
人

に
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
困
る
と
の
声
も
聞
き
ま
し

た
。 

 ※
要
援
護
者
を
含
め
て
の
、
避
難
訓
練

も
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
要
援

護
者
に
訓
練
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。
し

か
し
、
足
が
悪
い
の
で
参
加
で
き
な
い

と
の
返
答
で
終
わ
っ
て
い
る
。 

・
・
・
足
が
悪
い
の
で
、
ど
う
し
た

ら
避
難
誘
導
で
き
る
か
が
、
必
要
な
訓

練
と
な
る
の
に
ど
う
し
た
こ
と
か
？ 

 （
４
）
ま
た
、
地
域
の
避
難
所
は
七
割

の
方
が
知
っ
て
い
た
が
、
福
祉
避
難
所

の
存
在
を
知
ら
な
い
人
（
八
九
％
）
そ

し
い
て
具
体
的
に
地
域
の
ど
こ
が
指
定
さ

れ
て
い
る
か
は
九
八
％
の
方
は
知
ら
な

か
っ
た
。 

 （
５
）
福
祉
避
難
所
が
あ
っ
た
と
し
て
、

そ
の
条
件
と
し
て
多
く
記
載
さ
れ
て
い
た

の
が
、
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
個
別
空
間

の
確
保
（
ブ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
れ
る
個
室

が
欲
し
い
）
を
希
望
し
て
い
る
。 

・
・
・
一
方
、
障
害
児
が
、
大
勢
の
避

難
者
の
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
る
の
で
と
、
最
初
か
ら
福
祉
避
難
所
さ

え
、
避
難
場
所
と
し
て
は
難
し
い
と
の
返

NPO法人 介護家族サポートセンター 

 レインボーハウス  代表理事 

       松丸 道男 

2014年  3月28日 405号         参加と平等 県推協新聞        （第三種郵便物認可）  （６）                      



（７） 2014年 3月28日 405号      参加と平等 県推協新聞        （第三種郵便物認可）                        

答
も
あ
り
。 

三
．
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
の
主
な
発
言

内
容 

①
防
災
に
対
す
る
要
望 

 

○
認
知
症
の
介
護
家
族
；
最
初
か
ら
福

祉
避
難
所
に
受
け
入
れ
て
欲
し
い
で

す
。
認
知
症
が
進
む
と
歩
行
も
困
難
に

な
る
の
で
あ
ち
こ
ち
移
動
し
な
く
て
も

す
む
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
。 

 

又
、
紙
パ
ン
ツ
に
な
っ
て
い
る
人
も

多
い
の
で
、
す
ぐ
替
え
が
手
に
入
る
福

祉
避
難
所
に
直
接
行
か
せ
て
欲
し
い
で

す
。 

○
避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
の
知
的
障

害
者
用
の
避
難
所
及
び
介
助
体
制
の
確

保
。 

○
障
害
者
事
業
所
：
避
難
指
示
を
早
く

出
し
、
確
実
に
伝
わ
る
よ
う
な
仕
組

み
。
障
害
の
あ
る
人
の
い
る
場
所
の
把

握
。 

 
 ②

日
常
で
の
つ
な
が
り
が
生
死
を
分
け

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
で
ど
う

つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
け
る
か
？
現

状
と
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
認
知
症
の
介
護
家
族
；
近
所
に
ふ
だ

ん
か
ら
応
援
し
て
く
れ
る
人
を
見
つ
け

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
又
、
そ
の

人
も
一
緒
に
福
祉
避
難
所
に
受
け
入
れ

て
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
た
の
め
る
よ 

 
 

 

う
に
し
て
欲
し
い
で
す
。 

○
知
的
障
害
者
は
要
援
護
者
な
の
で
高

齢
者
や
身
体
障
害
者
に
比
べ
て
人
数
が

少
な
か
っ
た
り
、
一
見
健
常
者
と
見
分

け
が
つ
か
な
か
っ
た
り
し
て
、
地
域
の

中
で
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
面
も
あ 

 
 

 

る
。
介
護
施
設
や
作
業
所
で
は
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
確
保
す
る
た
め
、
お
祭

り
な
ど
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
う
機
会

を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
も
お
願
い
し
て
い
る
。
こ 

 
 

 
の
よ
う
な
機
会
に
多
く
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
、
災
害
時
に
も
避
難
誘
導
や
避

難
所
生
活
へ
の
介
助
な
ど
を
お
願
い
し

た
い
。 

○
障
害
者
事
業
所
；
現
時
点
で
は
ま
だ

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
ど
こ
に
誰

に
… 

 

近
く
の
企
業
さ
ん
の
協
力
体
制
を

作
っ
て
い
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。`
そ
ん

な
仕
組
み
を
つ
く
れ
る
と
い
い
。
無
駄

に
な
っ
て
も
良
い
の
で
早
い
避
難
指
示

を
出
し
て
欲
し
い
。
事
業
所
・
学
校
・

保
育
所
な
ど
自
宅
待
機
な
ど
の
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。 

 

四
．
参
加
者
か
ら
の
発
言 

フ
ロ
ア
発
言
か
ら
は
、
知
的
障
害
児

を
抱
え
る
家
族
か
ら
、
私
の
子
供
は
災
害

時
に
は
、
一
般
避
難
所
で
は
難
し
い
の

で
、
最
初
か
ら
福
祉
避
難
所
に
行
け
な
い

の
か
？
ま
た
、
今
子
供
が
通
っ
て
い
る
稲

荷
山
特
別
支
援
学
校
は
、
福
祉
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
か
？
う
ち
の
子
ど

も
に
と
っ
て
は
、
通
い
な
れ
た
と
こ
ろ
な

の
で
、
是
非
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
て
欲

し
い
。
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
う
ち
の
子
ど
も
は
、
一
般
の

避
難
所
で
は
パ
ニ
ッ
ク
を
お
こ
し
て
し
ま

う
の
で
、
地
域
の
福
祉
避
難
所
に
最
初
か

ら
避
難
で
き
な
い
の
か
？
切
実
な
質
問
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。 

千
曲
市
の
行
政
の
立
場
で
参
加
し
た
高

齢
福
祉
課
の
職
員
は
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
も
そ

の
場
で
は
返
答
で
き
な
い
の
で
、
確
認
し

て
後
日
伝
え
る
と
の
返
答
と
な
り
ま
し

た
。 

 

五
．
終
わ
り
に 

東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
、
障
害
者
の

方
々
は
、
一
般
の
方
よ
り
二
倍
以
上
命
を

落
と
し
ま
し
た
。
い
つ
災
害
が
お
き
る
か

わ
か
ら
な
い
！
私
た
ち
は
、
障
害
者
・
高

齢
者
な
ど
要
援
護
者
の
い
の
ち
を
災
害
か

ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

今
、
想
定
で
き
る
の
は
、
三
〇
年
以
内

に
は
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
明
日
か
も
し
れ
ま

せ
ん
！
現
在
、
地
球
の
温
暖
化
に
よ
り
、

海
水
温
度
が
上
が
り
、
そ
れ
に
よ
り 

 

異
常
気
象
が
起
き
、
日
本
各
地
で
ゲ

リ
ラ
豪
雨
・
竜
巻
、
そ
し
て
豪
雨
・
豪
雪

な
ど
の
頻
度
が
増
え
て
い
ま
す
。 

災
害
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
の
日
常
の
生

活
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
つ
ま
り
、
日
常
で
の
生
活
を
ど
う
し
て

い
く
か
？ 

こ
こ
で
、
お
願
い
で
す
が
長
野
県
下
、

各
自
治
体
で
こ
の
「
障
害
者
・
高
齢
者
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

要
援
護
者
の
い
の
ち
を
ま
も
る
防
災
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
ほ
し
い
の
で

す
。 そ

の
中
で
、
防
災
に
お
け
る
要
援
護
者

の
い
の
ち
を
ま
も
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
？
一
緒
に
考
え
て
欲
し
い
の
で

す
。 



 

 ◎問い合わせ 県推協事務局まで  TEL/FAX ０２６（２６４）５２５６ 

                                                              E-mail ; suishin2007@yahoo.co.jp 

 2014年 3月28日 405号         参加と平等 県推協新聞         （第三種郵便物認可）（８）                        

  ◇署名「子ども・障害者の医療費窓口の無料化を求める

要望書」 

 ご協力ありがとうございます。新年から３月末で１６１筆集約さ 

 せていただきました。まだまだ４月いっぱい継続しております。 

 ５月に阿部知事との懇談を予定していまして、できれば提出でき  

 ればと思いますので、よろしくお願いします。各方面からも要請が 

 あるかと思います。どちらからも大丈夫ですので、声がかかりまし 

 たら、署名をお願いします。 

 ◇障全協第４８回総会・中央行動 

  ４月６日（日）１３：００～１６：００ 

   東京 戸山サンライズ 

  ４月７日（月）１０：００～ 

   国会・各省 

      ※県推協から松丸代表が出席します。 

   

 ◇全障研長野支部 春の学習会 

  ３月２９日（土） １０：００～１６：４５ 諏訪湖ハイツ 

   支部総会 

   全体会 ①原発・放射能・命を考えるパネルシアター 

       ②講演会「安倍教育改革のねらいと私たちの実践」 

        講師：俵 儀文さん 

     

 ◇高齢者・介護・健康、発達支援・精神の出前講座 

    あなたの町に、職場に、小さな講座をお届けします。自主勉強会、 

    学習会に作業療法士を呼びませんか。 

 

    １ 実施期間 平成26年6月～12月 

    ２ 問合せ先 長野医療技術専門学校 作業療法学科 松下雅子 

               TEL:026-283-6111 


